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新`冬色数えて
え静長官原島助

公取の皆席抑15してあ､靴比うご三･､し､ます

哲鳳にはご象薙.ともと･もajjL風k}新森をあ包

えのここと舟L;I.み優二仰申しエり慧す.

平射年戊も梅｡乳銅れは､･混同早々の@･1賂沖●

敗鼠1.こぼL;･去り.乳の南面,,中絶震__ FO数卑衆とも

言われる人dJ作､それに伴う材R_･外米の輸入

良期保守敗の解及.そして,;%新ここ風乳の斯得も

帝･L^Lて艶生した象鼓内乱

泉もはじめ風教産物に生るよそ･･の簡易自由化も

仝泉乾血相の舶くヤて-.乳臭渉～､､取り決め～L¥の

余勢色得7かの晩婚牧草法案の番線の谷間乞見計

らし､凍過の私兵患卦良如冷泉か､鶴帝展旦蚤す1

番虹とつ～ほ乳逃′がす車の鉄泉なし､食を在や畳床の

項利他寒の故買が今度の亀帝圏公に仰75れ3ぅ

こしてし､ます･

履祉固象･禰砲朗を鳴えう行政櫛闇としては

鰍lこ殉､金であり絡.い終りも殊L).えっ-る次第7,､ありま

す.昨年//､ /∫の仝愚絶後てづ丸rTこれましたb､これ等

の医務玖改悪､反対析勤に私もG>加こせマT負きまし
/



一寸二王

たが.今後tも楓ヲ象く此の後の行動を絶lTて

東の5)る威風と掲汀-るでく督カを絶rTるへ､己と思､

います.

皆磯L二は新年を盟ん引こ当たり･ /jh卑こぞ'"

如椅L抱乳も軌こ細め､ /a/Elを八草にあ息し

･の崇妄La<1轟や,こ郎こ机か5㍗抑髄

に瑠敵･風卵･敵側新年その姥の財象考にたみ

ご､留亀､のエ.矛と金参加を目指して･か互し､今を取

り合し､乍ら碩吸ううぞ､､煩わりまitんか｡

ご由変色わ･祈りし卑象のご孜拶L香えしきす

J PC, (日本産身象族団体協議金)囲金額牌亀各務仝

･ ｣意志竺荒蒜蒜完蒜高言妄蒜
を要撃すう吾朝敵老名Zいす.

メ初E3 4月九日～いすの～･､.ご激評｢ゼ職､喝の73等に

訴えて･いただ･きたいY,私し､ます.今年l王威各軸負

析if)が6月6°に子息?れてし､3す.

竜ええ静かう/-る名参加の予定㍗すの～､t･屠鬼と

放教等k便わ捕虜竣Lこ是非ご･ゑ捜･ご協力の腰､

ようしくか親し､級しきす.田鰍は皐朝Jこ釣ります･
ヱ



偽祉制度lて圃すう蕗竣及舶艶公の

こ一　束　内

主催徴沈務逓麹頑捷竜郷酔

El時/99年卑Z伺ヱ7白く白)

/3こ00-し/LS Jgu

会場　番え切丁イ呆ノ鮭センター象金象

参加費　空て兼斗

参加対象　海南轟適､家族､一般町尻
●

観師　版.部雅之久(乾物痢政敵Jレフか)

布教/象　眼酢雅と久

ヂ蹄直-久触五痢晩鹿衆リーyY4,7-か)

問い食わ仁札　廃線貴賓真部事務局

/-EL､/ぢパイJ/- 5 7,eJ

lヨ強大晩で滋を夜昼等ぐ断紅L娩原纏うLt親王W＼



牙3Llつりスてスパーヲノーを終えて

●

昨年/2日SElく白)乍後より断候夜色ユクーlこ～

ク')スZス/f一勤一色碑催.鼻か叡古7∫カ

タ豆-フイス-や息子で′レ各Z通名も香えるケ∵へ

ばかrる宜蘭か5やっ?呆ました芝庖晶3-=んに

政絶え中心助免南東とすだれ各級象L?頂きれた･

各加盾の中からZ人舞台に臥ぞ･ごつ学く今はと､さを

受ける!,.歌エキfLが舟か舟か食わr･象-互鱗ラ

埼面bl L町しぼ-.アメやみ寒さのつかみ顔/)を衆

L,んた1.皆ん息ぞ･冶曝したりLぞ泉LPれた･

コ十嘆息属も魯見たん/ま｡伊o漆の加のご婁亀～-

監督LZ頂きSLた.

当日怯え野～珊亀､したケその他_に匿名のかり

丸さな衛徽ケーキ4風息のフ｡レセーント<久山のカcEり

昨外ケツフ｡ス･統率スノげf=J ･哀-A ･景品.の寄贈や寒村も

頂ききし区.こ一路か､たた､きました啓麻.K度く噺涼し

やLLyrます.

及鬼打ちここも多士祈りますが.)}TarE)のク')ス～ス

/t･-チ^一l⊂句叶7.露カ㌧Zいきたし･t覆います･

tt



--ク')スモスノヾ-和一鼻か虜の感.想､一＼ー

わすTJ:う息/rL藤田守皇

今冬も沓俵のわ･像㍗ク,)スZス/f一和一に鬼かごせく

鳳至さした｡登り求人愈ケ二人も周り,アブL筑う闇Eこお開

きに足りましたが･何と盲フ～も目玉は周東五すだれrt.

本当に着意つ77＼LL､出し物Z-.又金場の和㌻うでん/の

(rJかう点し､ごマb l葡蘇五㌢7:-=れ)には大安し､簡単bの●

Z･･す.又入,a/鴫人生も人為躍ぞ+.執彼象の方々.爪､ラン

カアの御者労b大変r=t･,たこ恩いきす.又又野良稀鱒P)

年数のカセの寄付且頂き5L,たこ乙を倦謝致しますt

共に皆様力の都度泉並が､に御多草をか祈り奴しきT.

匿名*,l旦

クリスZス/ヾ一升一客傭進行慮ZJ､ごくううこきぐ､した｡

司会の如312人が明るく楽しく逢わ7いたと思います. ●

70ロ7-ラムも李がもんZ･･し､マス門ぞ､､すオ.ケ=Aは内鹿

が身んうれZいて. Pfん舟が各Do ～ttき.すごく馨しかフたのZ､､

/厨rl.､けぐ奇くダニt/-む.むラ/劇イ色の間腰ぐやりたかフた点と

思いaLた｡ IまL)tC)ぞ鼻加させともういれたがと沌楽LJ

カ＼っr=し一ケーキもみ-しかフたし友カ､フr=7-す.

ありがこうご三､･し＼ました

ス何かありきしたう各かさせて下さし､オ
4･



東術奉臥息　永山者一

和之メma_5/e-ティーに務加柏のlS今回が初めて

Z珠にも杓う可･､柔術香執邑申し奴rlのが後の貌り･

柘にも略奪がわかうねきき解､フぞみれ怠小県至玖ぽかりt

他の宋析容負の足チまY,し､に舟っ?しきフた｡

しかし.企畝.孝偽の後陣かう栗しくかケ私卜も～いき

●佑んL宅フ～も/I- 71-を象りエtl-たのl芸界か慮食費ぞ"

私も人し､(こ痛嘆Z､､ききした.灸東私が'Cに舟,

参加し7本当に乱かつたこ忠し､ます.

泉年も尊くのカセの各加に結審LL＼X肌色5が包え

られる争乱切に願い細これか5も皆ごんとの灸流

れやZ､･の鉄泉争(-:各一風していきたいt･臥し､ます･

入洛欠玖　社息裾利二斜/年　小田中真弓

●　初U)私象が.この私兵象のカセこ知り谷フ～本当に

岬ろく7し､し､忍5)と息し､普した｡ jE.鼻もってこんTJは､分局

こては-7かりやっ～いる私製も久し､･titぐみんTJ:来って

免lう入れてくれたここに.こても偲､翰`し～し､著す.

れてクリス～ス象のil金も仕これた時･本勤怠

仝々勅-ゾかわo＼尽く7.どういう虜lE免ぞ-温y?～

し､くできか.私藍がや7くもし､し＼のた･､ううかとそ吏～-あ

あ')ました｡学のためクりスてス金が始a:,たは"わ＼りの時

g



感動魚がっかU)rjくてrC)あ久敗した舟｣とfLl､の中で･

思･つZL､ましたが.まわりのカセの盛り上げ､や.堵ごんか

象ってくれたここもあり､組もいつもの繍3-～･､亀U)?

いくここが鉄泉% Lた｡埴-しかフ1=-tのIi最後に東新良

給わr司金よかったよ､ごくうう楓Z･･したJとをつて下さフた

晴嵐軌こ言象がて"ませんといした｡

たくごんのし､たうない点､がめり.白金豊の泉痛点､も

1:-tくごんありきすか.そこはこれからの錬腰としてし､きたい

乙.尽し､ます｡

たくごんの方の攻顔にふれるここかできたことと･この

クリ入ミス金Il鬼かていきたここに裸く奥書射し～かり紙

ありか､とうこ"さ-いました.

学して､これかうもよ5しくか厳し＼します｡

JL谷栗玖　尭金福祉粛･/卑　他線泉鹿

私が艶泉象tL､う組,敵乱知り今回の催し(--参DD

する車が鉄泉たきっかけは.ほんのごさし､赴車から～-した｡

ダFL入学の濁ホ徹に甘､ラン弁ア務泉の/初級豆乳っtl

れた｡内象は車イス介Bf)等を札幌に析っ?尊ん～･･くそ

こし､うむの～､､_本州か5泉～いさ私にヒつては･火線も

初のほら,札幌も励め～～･･す｡はり歓lこは放敷務か費

喚線とも奮い?あります｡私は7㌢～､･札幌へ布けうこ
′J



し､うそ純な勧橡Z･･参加を東のました｡

しわ＼し.セ九に各かし.rlく=んの人々と軌灸し､･邑そru:

車も体験し各じ､ることが鉄泉,難病象に対しZ興味も

掃うせ台のきしT:-u

今田クリスミス/ぐ和一にわ､いぞ･司金に爽きった時は

香車Z､､した｡何ヒ掌司に敵兵象LL､う組織之知り欄偉

●為の方とは.こほど魚鱗もか､の～､､す･ぞし～1bTJり乙

子音た.･つたのは.白金/こ低箱庭Jニ解す招D鱗も機軒も

まうZ･･忍かつた車～･･L,た｡て､･すか5-pl金い､フ?古布･ひとつ

璃Ktこはいかす､t.動作の･Uとつ･JZ^乙つが李､くしゃくL7

し､たよぅ慮魚がしきす･紬にもカサわう㌢:最後舌ぞ"好き

Td寸うlこまか仁～下さフた療病鼻解像轟の境線釦適

の皆煉.礼子今LB一緒に司金を務めたノト田中さんに

JLitかう　かえL老中L,エLrたいと思います,

●r祈)りがY_うごこ-し､きしT-i.

特定象敵医療っ簸給着鉦の

細線灸付中綿が騰怠っています
}古刀は2円/訂日ていす　かもれ舟く

8



ノ鮭保改息及戻すJ P a (朗鹿島･象狭組め執金)

ニユIT久より　(JPC情級穿て号より)

人平射払食(古こう変わラ

厚生鬼の原､泉㍗J註.入線時の鵬に対する

像険鮒元就を晩粁07森泉絡付点錠かう涙顔負捜

乙してのr.L晩晴食卓凍巌費他称2,互新たに亀招~る

薫iて･,す.

A晩時食棚乙(!_一
便席為ダ強さ-の紛衆◎暴利･三甘家席料⑤鬼置･肇軒

@病配又la斡療軒への収森⑨局線¢稗乳揉められ～

し､る陳展御TJかう⑳のrlAR.象｣のヤIて食まれ?いた

入院時風車亀.別l-!^晩腐食草原展観としそ途･1級

すうこと～■す

これま鴨島が人乳縛峻餐tLP.紬軸/-3%,]+I

五度像の中～小勢躍.しいたのをやU).一線&ccj27の

負潜にLJうとすうのかTT^晩時庭を森組F･寸.

-椴を500月

ノ直税群書釈線色帝　を　660何

鬼人の場金も佐和絶非錬税世帯互160月

見吟福祉年金受給為舟托ぼ.bう一段の毅顔をすさとLZ
います.　　　　　q



と慮(-JS

公家負捜医森dl対象為(=つい7 lS･ヲ/き飽き負程か､

生じ慮いように摘置_すうとしそいます･

しかし園の財政捕虜や協民毎象費o)蘇膝かう

年次五･矛均衡ノ舟L-を媛由に打5切5れろ車敗も

考えうれ57.絶息公家勇払こ足っていう酸素亀為る､

●顛痛打乗車門番喚金の鳳直LJ ～､､ケ後o)像組醜く

不安触･状況仁かかれています･

しかも.勉病の衣食象碑打う切りlまJ5気疎2､.は杏く

原生庵舟の377､･鉄泉るここJてなります･

また, /t晩晴給食如高額嵐轟薮の対象には

加えない方針河の?･､息肴負担は魂久し7-き細

ー●

金虐漁が最低一枚の包筆の菰敵のノ､憎

めて私

千/7/東締鼻息区自白2-35-2

象約時軸/日東

怠れ終いLEす

JP

2.月泉3見泉と噸衣紋えし綱

･急Y_め7.卑生八RLこJPC,から徒叡します.

･縫直轟のそれぞれのR情を奮いはして下さい･

二1-喜享三号要語三空室-ミ一二二三･てこ;王

/0
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靫則北海道難病竃r)協力 におヽ入 さいダ

安定し反敗庶肩琳、心｡めに協力会瓊乞美矛ヽ打

岑激変／・乙四円ぐＺ洽。//g父音沙

舒長俵訥別急追会)の収λになりきす

暗紅］

　　　

｜

．゛｜

　

どんくﾀﾞりの家老営香員会の委敬£ｸﾞにき受昨ひ喩だ

いにヽりまし杞野々村勝年ご乙(傾覚障客りﾉヽ到Ｕへり

る表音知り

島近されさした．生前難両連音更支部通動や

じんぐりの軋遼営にあたっとは何かこわヽ力湊丸亀

しヽた尺゛いていました,/今迂？こづし壊しいただ八ヽたこノ乙に

探く感謝玖し訂むｔもに心ぶりこま循ｔ

わヽ祈り申しム片゛瓦い乙息い念亨

　　　　　　

●

ＨＳＫ・なんれん

　

おとふけ

編集Å

　

（財）北海道難病連音更支部

　　

穀内

　

さかえ

　　　　

音更町

　　　　

昭和４８年１月１３日第３種郵便物認可

　　　　

１９９４年　２月１０日発行　ＨＳＫ通巻２６３号

発行人

　

北海道身体障害者定期刊行物協会

　

細川

　

久美子
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